
まだ肌寒い日も多いのですが、区内でも早咲きの桜が見頃です。汐入公
園では隅田川沿いのオオカン
ザクラ、園内のカンヒザクラ
(寒緋桜)も満開に。ソメイヨ
シノは開花22日(土)・満開28日(金)の予想
です。区内で恒例のお花見イベントも。

桜についてこんなご意見も届いています。

あらかわエコセンター（荒川１丁目）の周辺でもオオ
カンザクラが満開ですが、そのうちの１本が伐採に。担
当課に確認すると、「２月に行った樹木診断で腐食が確認され、安全のため伐採した」

とのこと。安全第一とはいえ、伐採が開花と重ならないような
配慮や近隣へのお知らせも丁寧にお願いしたい。
また、あちこちでソメイヨシノがバッサリ剪定され、心配の
声も。強剪定は「切り口を保護しつつ古い大枝を剪定し、新し
い枝を吹かせて更新」する技法で、寒い時期に行うそう。区内
のソメイヨシノの多くは1980年頃に植えられ、徐々に他品種の
若木に植え替えがすすみ、寂しいですが景色も変化です。
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まちづくり・
くらしの情報を

とどけます

・尾久の原公園シダレザクラ祭り
３月29日(土)10～15時 模擬店など有

・荒川公園をお花見会場として開放
～４月６日(日)

（毎日21時まで）

あらかわエコセンターの桜が、開花を
前にバッサリと切られてしまいました…
なぜこの時期に？毎年楽しみにしている
ので、残念です

mailto:arajcp@tcn-catv.ne.jp
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 都民ファースト(２) 〇 〇 〇 × ×

 国民民主(１) 〇 〇 〇 × ×

 あたらしい党（１） 〇 〇 〇 × ×

 無所属（２） 〇 〇 〇 × ×

　立憲民主党（２） 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 × ×

可 可 可 不 不結　果

　自民党（10※）

　公明党（６）

　共産党（5）
ゆ

い

の

会

(

６

)

　維新・子育て（１）

　　※１　自民党は11名だが議長は採決に不参加
　　※2　欠員１名あり

各会派の

賛否は?

ご要望やご相談などは随時ご連絡ください。事務所での定例法律相談は

毎月第２木曜18時から。平日の午後に法律事務所（北千住）でも可能です。

お名前と電話番号等を下記の留守番電話に録音して下さい。

相馬ゆうこ事務所 南千住５-１-６・２階 ☎３８０７-４１９２
ヨ イ ク ニ

３月14日(金)に区議会２月会議が終了。日本共産党区議団は新年度予算案に対し
「組み替え」を提案して原案に反対、区立ひぐらし保育園、区立幼稚園４園の廃止な
ど計６件にも反対しましたが、他会派の賛成多数で可決に。また、さくらバスの充実

を求める区民陳情２件について採
択を主張しましたが、自民、公明、
ゆいの会などの反対で残念ながら
「不採択」となりました。

固定資産税や法人
税収の増など都・区
の収入がふえ、新年
度予算は1319億円と過去最大とな
る一方、物価高で区民のくらしは
深刻。区は毎年20億円程度、予算
を使い残して基金（区の貯金）に
積み立て、さらに庁舎建替えに毎
年12.5億円など、基金総額は508億
円（2023年度時点）と年間予算の
４割にのぼる額になっています。

さらに来年度は都から23億円が追加交付
される予定です。共産党区議団は、こうし

た財源を物価高で苦しむ区民の生活に優先して振り向けるべきと〇中小事業者の光熱
費助成〇ひとり親の家賃助成〇奨学金の返済支援〇コミュニティバス整備…など、い
ま必要な20項目を盛り込んだ「予算組み替え」を提案。組み替え規模は予
算総額の約1.9％・約25億円で、じゅうぶん実現可能な提案です。
残念ながら否決となりましたが、引き続き区民のくらし最優先の区政に
なるよう頑張ります。



土地面積：1,376㎡

 園舎：社会福祉協議会
       の事業などに活用
 園庭：駐輪場に

土地面積：695㎡

 園舎は解体、建物を新設
 し、学童クラブ、障害者
 施設建替え中の仮移転先
 として使用

土地面積：6,214㎡

 第三日暮里小学校の
     特別支援学級に活用

尾
久

東
日
暮
里

【閉園後の活用は…】

南
千
住
第
三

保育園、幼稚園では一足早く卒園・修了式が行われています。卒園されたみなさん、
おめでとうございます。
18日(火)には区立幼稚園
８園で修了式が行われまし
た。このうち南千住第三、
尾久、東日暮里の３園はこの３月末で閉園、町
屋は２年後の2027年３月末で閉園に。南千住第
三、尾久、東日暮里の３園ではそれぞれ９名・1
3名・10名の子どもたちが卒園、年長組のみとな

る中でよく頑張ったねと声をかけてあげたい。
2022年６月に突如、教育委員会から出さ
れた区立幼稚園４園とこども園(短・中時間)

の廃止案に対し、保護者や地域のみなさんから見直しを求
める声があがり、その声を受けて共産党区議団も議会や地
域で訴えてきました。区のパブリックコメントには過去最
高の261名のご意見が寄せられ、見直しを求める署名は5,000筆を超え、議会陳情も複
数出されるなど区民の声が示される中で廃止が強行され、もっとできることがあった

のではと思うことも。これからも力を尽くしたい。
閉園後の施設の活用について、区は、

南千住第三の園舎は改修工事を行い併
設する社会福祉協議会の事業に活用、園庭は駐輪場にす
るとしています。また、尾久は園舎を解体・建物を新設
し、学童クラブや区施設の建替えの際に仮移転先として
使用、東日暮里は敷地内にある第三日暮里小学校の特別
支援学級として活用する計画ですが、実際の活用は再来
年度以降になりそうです。
保育園・幼稚園を私立任せでいいのか、
子どもが育つ環境整備の充実に区が責任を
もつことがやはり必要です。

3/2付のレポートでお知らせした、がん検診有料化についてのアンケート
に100件を超える回答が寄せられ、ご意見も多くいただいています。あり
がとうございます。途中結果のお知らせもしていきたいと思います。
右のＱＲコードをスマホのカメラで読み込むだけで、すぐに回答できま
す。引き続きご協力、どうかよろしくお願いします。



所得割
11.49/100

10.40/100
（-1．09ｐｔ）

均等割
65,600円

64,100円
（-1,5００円）

1人当たり
平均保険料

156,520円
152,673円
（-3,847円）

1人当たり
平均保険料

３9,499円
３9,565円
（+66円）

【介護分（４０～６４歳のみ）】

【医療分+後期支援分】
　　　　　　　　　　　現行　　　　　　　　改定後

総医療費
被保険者

数

１人当たり

医療費

１人当たり
保険料

2019年 －2.2 －4.5 +2.5 +2.6

20年 +0.0 －4.7 －0.3 +0.8

21年 +０.6 －3.6 +9.9 －1.0

22年 －1.6 －3.5 +2.1 +5.5

23年 －1.7 －3.1 +1.5 +8.8

24年 +9.2

2025年 －2.4
未確定

　【荒川区の国保の前年度比率（％）】

2015年

10万6,545円

2025年

15万2,673円

○「南千住３丁目の明治通り沿いにマンション建設計画が

でています。19階建てで高さ約60ｍで、周辺の状況からしても高すぎるのではないでしょう

か。もう少し近隣の声を聞いて下げてほしい…」最近、賃貸マンションの建築計画が増えて

いるようです。地価・建築資材・人件費も高騰して、開発事業者にとって賃貸で

の収益の方がよいのでしょうか。この開発計画は、96戸のうち４割は26㎡前後の

ワンルームのようで、町会や近隣の要望を聞き環境整備をしっかり求めたい。

４月からの新たな国民健康保険料について、平均約4,000円の引き下げが提案されま
した。「医療分＋後期支援分」で所得割－1.
09ポイント・均等割－1,500円で、40～64歳
が払う「介護分」は66円増とな
るものの、平均約3,800円の引
き下げです。

引き下げの要因は、23
区の基準額を決める東京

都が前回の算定の際に医療給付費を大きく
見積もり、保険料を上げすぎたことが大き
いようです。この間、物価高騰の中で大幅
値上げが繰り返されてきましたが、値上げが妥当だったのか問われます。
国民健康保険は本来、総医療費と個々の保険料の増減が連動する仕組みですが、総
医療費が減少しても加入者減がそれを上回り、さらに国の補助

金や区の繰り入れ金が削
減され、１人当たりの保
険料は減るどころか10年
前の1.4倍（4.6万円増）
にふえています。

後期高齢者医療制度の導入、
社保の対象拡大などで、区内

の国保加入者は人口の２割以下
に。そのうち約６割は非正規雇

用や年金受給の単身世帯で、年収300万円以下世帯が約８割です。今回
は引き下げでも１人当たり平均保険料は年間15万2,673円にのぼり、
「国保料が年収の１割以上」という世帯も少なくありません。

制度維持のためには国の補助増額が不可欠、軍事費よりも国民の医療・
健康を支える予算が求められています。すべての人が安心して医療にか

かれるよう、都や区も責任を持って制度の維持・改善に力を尽くすよう求めます。


